
菜々屋の取り組み

令和６年１１月28日（木）
株式会社菜々屋

代表取締役 松原克浩



菜々屋の歴史

平成16年（19年前） 各法人の代表が、それぞれが農業を始める
自社で営業も始める

平成24年（11年前） 青果卸販売会社として誕生

平成27年 （8年前） チーム情熱開所
平成30年 （5年前） チームリバー開所
令和2年 （3年前） チームカネイ開所
令和3年 （2年前） ノウフクアワード2021準グランプリ受賞
令和4年 （1年前） 新規就農者と菜々屋とチームシリーズ連携
令和5年ブランド野菜の高齢化地域と福祉間連携の再生プロジェクト



新しい挑戦

菜々屋のコンセプト

1人じゃなく仲間と
農業で必要なことはすべてやる

青果販売・コンサルティング・

海外展開・産業連携

ノウフク連携など



菜々屋を運営するにあたって
農業の課題

１ 販売先

２ 労働力の確保

３ 地域農業の衰退



徳島の産地



菜々屋のきっかけ「他にもなんかない？」
みんなで営業（徳島県産）

■■運営メンバー■■
以前の職業運営メンバーの会社名前菜々屋の役割

元建築設計事務所経営（株）リバーファーム松原克浩（47歳）

農家
元銀行勤務（株）タケザワ武澤 豪 (45歳）
元人材派遣会社経営（株）情熱カンパニー三木義和（44歳）
元資材会社勤務（株）カネイファーム矢野正英（46歳）
元看護師（株）カネイファーム矢野望美（42歳）事務

矢野正英三木義和武澤 豪松原克浩



他の農家の野菜も営業販売

徳島県 野菜の総合窓口として、菜々屋が進化

お取引様 農家



農家の悩みをコンサルティング

自らの経験を生かして相談にのっていた

人手が集まらない

雇用しても、すぐやめる

短期だけ、きてほしいけど・・・

繁忙期でなかなか教えられない

何を作ったら売れるのか

売り先がない

農家



農業は人手不足だ

就労継続支援A型 を立ち上げた

チーム情熱 チームリバー チームカネイ

ノウフク連携事業の開始



ノウフク連携とは

農業と福祉双方の課題解決をするための連携で、それによる相乗効果で
互いにメリットが生まれる取り組み。

農業 福祉



他の農業の労働力支援 チームシリーズ

問題作業内容支援場所

人手不足トマトの収穫作業、みかんの出荷作業、荷受け、包装加工JAアグリあなん南部

人手不足すだちの収穫、すだちの加工予冷センター、えだまめJA徳島市南部

人手不足ほうれん草種まき、包装加工JA名西郡東部

人手不足すだちの加工JA名西郡（すだち搾汁センター）東部

人手不足すだちの選別、梱包作業JA名西郡青果センター東部

人手不足人参の積み分け、水稲の育苗運搬JA麻植郡東部

人手不足集荷、荷受作業JA阿波市西部

人手不足水稲の育苗運搬、ブロッコリー収穫、ピーマン収穫、除草作業株）JA板野郡アグリサポート北部

人手不足大根の洗い作業、大根収穫作業、除草作業、さつまいも加工作業株）JA里浦ファーム北部

人手不足人参の積み分け徳島青果高速運送（株北部

～県内を面で協力～ ノウフクアワード2021準グランプリ受賞



新規就農者

ひとりで全部やる 菜々屋とチームシリーズ

農家
（新規就農者） チームシリーズ



農業の仕事とは・・・



結果）
農家 売上が上昇し、利益も上昇
生産拡大に意欲

チームシリーズ 毎年、安定した生産
売上を見込むことができる。同じ作業を
することで、作業効率がUPできる

栽培に専念できる形を伴走型で計画

方法）栽培に専念できる仕組み作り



ブランド野菜の高齢化

中山間地問題 菜々屋 と チームシリーズ ＋

ブランド野菜

チームシリーズ

支援学校
福祉事業所

福祉事業所
支援学校

関連企業

関連企業



これからの菜々屋は・・・・

徳島県の農業の20年後を見据えている

いち労働者だけではなく

農業の問題を改善しながら進んできた

これからもそのスタイルはかわらない



ご清聴ありがとうございました


